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論　文　内　容　要　旨
［目　的］
胆石症に対するESWLの安全性を調べ、結石の破砕効果から胆嚢結石症および総胆管結石症につい
てのESWLの適応を検討した。
［対照及び方法］
胆石症127例（胆嚢結石症117例、総胆管結石症23例、両者合併13例）に対して第2世代のESWL装置
を用い、無麻酔にてレントゲンガイド下にESWLを施行した。
1．ESWLの合併症、副作用について
ESWLを施行した胆嚢結石症例のなかでESWL前の検査値が正常範囲内にあり、かつ付加的処置（
ERCP，PTCD，EST，PTGBD）を行っていない53例を対象として、GOT，GPT，γ－GTP，AI－P，LDll，CPK，血
清及び尿中アミラーゼをESWLの施行翌日、3日目、6日目の値を施行前と比較した。また、127症例に
合計380回のESWL施行中の合併症及び副作用を調べた。
2．胆石症に対するESWLの効果について
1）胆嚢結石症
（対象）胆嚢結石症117例、年齢の平均は55．0歳（28歳～86歳）、結石の個数は単数60例（51％）、複
数57例（49％）、結石の最大直径は平均16．7±7．6mmであった。
（方法）ESWLによる破砕効果の判定は、直径2皿m以下に破砕された群と直径2m皿以上の結石が残存し
た群にわけ、結石の大きさ（最大直径）、結石数、結石中心部近傍のCT値、石灰化の有無、超音波
分類による結石の症状、ESWLの回数を調べた。
2）総胆管結石症
（対象）総胆管結石症23例、年齢の平均は66．4歳（39歳～86歳）、結石の個数は単数12例（52％）、
複数11例（48％）、結石の最大直径は平均17．1±11．7皿であった。
（対象）ESWLによる破砕効果の判定は、破砕効果のみられた群と破砕効果のみられなかった群にわ
け、結石数、結石の大きさ（最大直径）、ESWLの回数を調べた。さらに、結石の分析が可能であっ
た14例について、結石の性状と破砕効果との関係を調べた。
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［結　果］
1．ESWLの合併症、副作用について
のべ6例（11J％）に異常を認めた。その内訳は尿アミラーゼの異常が3例（5．7（の、GOT、CPK、血
清アミラーゼの異常が各1例（1．9％）であった。しかし、それらは軽微ですべて6日目には正常化し
た。また、合計380回のESWLを施行中、心電図上不整脈が4例　は1（の　に認められたが、これらは照
射を心電図に同期することによりすべて消失した。痺痛を訴えた症例は13例（10（の　あったがすべて
鎮痛剤は使用せず、衝撃波を軽度弱めることにより治療を継続できた。これら以外にはESWL施行中
あるいは施行後に本法が原因と考えられる症状や合併症は認めなかった。
2．胆石症に対するESWLの効果について
1）胆嚢結石
結石の破砕効果を79例（68％）に認めた。結石の破砕効果と結石の最大直径、結石の個数、CT債と
の関係は、それぞれ、小さいもの、結石数の少ないもの、CT値の低いもので有意差をもって破砕効
果を認めた。また、ESWLは、照射回数の多い程有意に破砕効果が上がり、石灰化の有無は破砕効果
に影響を及ぼさなかった。一方、結石の超音波分類との関係は、l型のコレステロール結石に高い破
砕効果を認めた。
2）総胆管結石の結石破砕効果
総胆管結石症23例中20例（87．0％）に結石の破砕効果があり、うち16例（70（の　では結石の消失が得
られた（5例はESTなしで自然消失）、結石の破砕効果と結石の個数及び最大直径との関係は、それ
ぞれ結石数の少ないもの、結石の最大直径の小さいもので有意差をもって破砕効果を認めた。また、
結石の性状からコレステロール系結石以外にビリルビン系結石にも本法が有効であることが明らかと
なった。
［結　論］
胆石症に対するESWLは、無侵襲でかつ極めて安全な方法であり、適応症例を選べば非常に有効な
治療法である。今回のESWLの臨床応用から、本法の適応を以下に挙げた。
胆嚢結石症‥1）超音波分類1型のコレステロール結石（結石のCT値50HU以下）、2）結石数2個以下、
3）結石の最大直径2C皿以下、4）炎症を有さない機能性胆嚢
総胆管結石症：結石数2個以下、最大直径3cm以下の症例で高い破砕効果が得られる。また結石の性状
に関係なく有効で、本症の治療法の一つとして有用である。
学位論文審査の結果の要旨
胆道結石症に対する衝撃波結石破砕療法（EXけacorporeal Shock Wavel．ithotripsy，以下ESWL）は、
欧米で開発され臨床応用されているが、本邦ではいまだその安全性や有用性およびその適応等につい
て系統的には検討されていない。
著者は、胆道結石症127例に合計380回のESWLを応用し、その安全性を検討した。ついで胆嚢結石
症117例と総胆管結石症23例について結石の性状別に破砕効果を分析した。さらにこれらの結果から
胆石症の治療におけるESWLの有用性と本邦における適応を、COSトbenefitの点をも考慮し検討した。
ESWLの副作用、合併症については、治療中の心電図、臨床症状及び臨床検査値への影響を調べた。
一方、胆嚢結石へのESWLの有用性については、結石の大きさ（最大直径）、個数、超音波パターン、
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結石の中央のCT値、ESWLの施行回数との関係を、ESWL後の結石の破砕効果から検討した。総胆管
結石23例においても、結石の大きさ（最大直径）、個数、結石の成分、ESWLの施行回数との関係を、
結石の破砕効果から検討した。使用したESWL装置（Lithostar①，Gerrnany）は、電磁変換方式、dry
typeで、X線照準方式である。
結果は、以下のようであった。ESWLによる副作用及び合併症については、不整脈：4例（3．1（の
腹痛：13例（10（の、嘔気：4例（3．1（鋸　を認めたが治療を中断する必要のない軽度のものであった。
また、付加処置の影響がなくESWL前後で臨床検査値の追跡可能であった54例では、GOT，CPK，血清
アミラーゼの異常が各1例（1．9％）に、尿中アミラーゼの異常を各3例（5．7tの　に認めたが、すべて
軽微で一週間以内に正常化した。胆嚢結石のESWLについては、1）結石の最大直径は2cm以下、2）結
石数2個以下、3）超音波分類l型あるいは結石の中央のCT値が50HU以下、4）炎症のない機能性胆嚢
を有する症例に効果があり、本法の適応とした。また総胆管結石のESWLについては、1）結石の最大
直径3C皿以下、2）結石数2個以下の症例に高い破砕効果があり、またESWLの破砕効果は総胆管結石の
種類に影響されないことが明らかとなった。
以上、多くの胆道結石症にESWLを臨床応用し詳細に検討した本研究により、胆道結石症への
ESWLは、ほとんど侵襲がなくかつ非常に安全な方法であること、さらにその適応を選ぶことにより
本症の有力な治療法となりうることが明らかにされた。特に総胆管結石症については、結石の種類に
関係なく高い破砕効果が得られることから、総胆管結石症の第1選択となりうる画期的な治療法であ
ることが示された。以上の結果は、ESWLが胆石症の治療法の一つとして安全でかつ有用な方法であ
ることを明確に証明したものであり、本邦の胆石症治療に大きく貢献し、本論文は博士（医学）の授
与に値するものと認める。
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